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論文［森林美学研究の近年の動向と、今後の研究方向］髙梨武彦

森
林
美
学
研
究
の
近
年
の
動
向
と
、
今
後
の
研
究
方
向

髙
梨
武
彦

は
じ
め
に

　

い
つ
の
時
代
に
あ
っ
て
も
人
々
は
森
林
へ
の
ま
な
ざ
し
そ
し
て
期
待
の
な
か
に
、
木
材
、

落
葉
、
山
菜
と
い
っ
た
直
接
的
な
産
物
の
供
給
ば
か
り
で
な
く
、
森
林
が
醸
成
す
る
一
種
特

有
な
雰
囲
気
（
ア
メ
ニ
テ
ィ
）
を
感
じ
求
め
て
き
た
。
論
者
は
一
九
九
八
年
に
専
門
分
野
で
あ

る
森
林
美
学
と
森
林
風
致
施
業
論
に
つ
い
て
テ
キ
ス
ト
開
発
の
機
会
を
得
、
こ
れ
ま
で
の
森

林
美
学
と
森
林
風
致
施
業
に
関
す
る
多
く
の
知
見
を
参
酌
し
つ
つ
「
森
と
風
致
」
を
執
筆
し

出
版
し
て
い
る
（1）
。
そ
こ
に
示
し
た
森
林
美
学
と
森
林
風
致
施
業
論
の
基
本
的
な
考
え
は
今

も
変
わ
ら
な
い
。
そ
の
後
、
森
林
美
学
と
森
林
風
致
施
業
研
究
の
成
果
を
積
み
上
げ
、
人
々

が
森
林
内
で
感
じ
取
る
風
致
感
と
林
分
構
造
と
の
関
係
性
を
現
す
指
標
の
開
発
に
取
り
組

み
、
森
林
風
致
施
業
指
標
を
考
案
し
た
（2） 
（3）
。
さ
ら
に
、
近
年
話
題
い
ち
じ
る
し
い
里
山
を

対
象
に
、
森
林
と
風
致
、
森
林
と
風
景
に
つ
い
て
こ
れ
ま
で
ど
の
よ
う
な
研
究
が
さ
れ
て
き

た
の
か
に
つ
い
て
収
集
資
料
を
レ
ビ
ュ
ー
し
、
森
林
風
致
施
業
研
究
の
発
表
は
わ
ず
か
で
あ

る
こ
と
、
風
景
研
究
で
は
探
勝
的
風
景
に
関
す
る
発
表
が
大
勢
を
占
め
る
も
の
の
生
活
的
風

景
の
み
な
お
し
時
期
に
き
て
い
る
こ
と
な
ど
、
現
在
の
森
林
美
学
と
森
林
風
致
施
業
研
究
の

流
れ
・
関
心
事
項
を
明
ら
か
と
し
た
（4） 

（5） 

（6）
。
こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、「
森
と
風
致
」

発
表
以
降
の
森
林
美
学
と
森
林
風
致
施
業
研
究
を
軸
に
整
理
し
、
今
後
の
研
究
方
向
を
見
定

め
る
時
機
に
あ
る
と
判
断
し
た
。

　

こ
こ
に
、「
森
と
風
致
」
で
述
べ
た
論
者
の
主
張
点
を
示
す
。

　

森
林
美
学
の
定
義
で
は
、「
ど
の
よ
う
な
美
を
付
加
価
値
と
し
て
森
林
に
表
現
し
て
ゆ
く

の
か
を
考
究
す
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
中
心
課
題
は
、
①
森
林
（
天
然
生
林
・
人
工
林
・
二
次

林
）
を
美
的
に
取
り
扱
う
施
業
方
法
、
い
わ
ゆ
る
森
林
風
致
施
業
を
計
画
実
行
す
る
こ
と
。

②
森
林
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
供
さ
れ
る
森
林
の
あ
り
よ
う
（
林
分
構
造
）
と
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
施
設
お
よ
び
そ
の
配
置
を
計
画
す
る
こ
と
、
の
2
点
に
収
束
さ
れ
る
。」
と
し
た
。

〜
中
略
〜
。
そ
し
て
、
森
林
風
致
施
業
に
関
し
て
は
、「
そ
の
中
心
課
題
で
あ
る
森
林
風
致

施
業
は
、
た
と
え
ば
、
林
相
の
区
分
、
林
分
の
分
析
に
な
る
間
伐
・
枝
打
ち
・
選
択
的
下
刈

り
・
植
栽
あ
る
い
は
保
全
樹
種
の
選
定
、
歩
道
網
の
計
画
な
ど
の
事
項
か
ら
成
立
し
て
い
る

技
術
で
あ
り
、
多
く
の
専
門
分
野
の
知
識
を
総
合
化
し
た
う
え
で
実
行
さ
れ
て
ゆ
く
。」
と

述
べ
た
（7）
。

　

そ
の
上
で
、「
現
在
、
好
ま
れ
る
森
林
の
姿
、
森
林
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
あ
う
林
分
構

造
な
ど
が
抽
出
さ
れ
つ
つ
あ
る
こ
と
を
ふ
ま
え
、
ど
の
よ
う
に
し
て
そ
の
よ
う
な
森
林
へ
と

方
向
づ
け
る
の
か
、
そ
し
て
、
ど
の
よ
う
に
維
持
管
理
す
る
の
か
と
い
っ
た
、
森
林
風
致
施

業
技
術
そ
の
も
の
の
研
究
ス
タ
ー
ト
時
期
に
き
て
い
る
の
で
あ
る
。
留
意
し
て
お
く
べ
き

は
、
あ
く
ま
で
も
森
林
（
自
然
）
が
主
体
で
あ
り
人
間
は
客
体
と
い
う
図
式
を
忘
れ
な
い
こ

と
で
あ
る
。
〜
中
略
〜
、
森
林
を
美
的
に
扱
う
と
い
う
こ
と
は
、
人
間
が
、
観
照
す
る
、
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
を
す
る
と
い
う
行
為
主
体
側
で
あ
り
、
森
林
は
そ
れ
に
み
あ
っ
た
よ

う
に
操
作
さ
れ
る
側
つ
ま
り
客
体
側
と
な
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
で
、〝
森
林
美
学
〞
と
し

て
と
る
べ
き
道
は
、
森
林
が
主
体
で
あ
る
こ
と
を
認
識
し
つ
つ
、
人
間
が
美
的
欲
求
を
満
足

で
き
る
範
囲
を
森
林
（
自
然
）
の
許
容
度
の
な
か
に
見
い
だ
す
こ
と
で
そ
の
森
林
の
取
り
扱

い
が
は
じ
ま
る
、
こ
の
よ
う
に
考
え
る
こ
と
で
あ
る
。」
と
、
美
し
い
林
分
構
造
の
解
明
と

追
究
の
必
要
性
を
示
し
た
（8）
。

　

そ
し
て
、
林
分
構
造
は
毎
木
調
査
を
通
じ
て
解
明
し
て
ゆ
く
の
で
あ
る
が
、「
森
林
の
美

は
樹
木
集
団
で
の
美
、
単
木
で
の
美
あ
る
い
は
ツ
ル
・
草
本
類
の
美
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
諸
相

で
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
そ
れ
ら
美
の
確
認
や
抽
出
は
森
林
調
査
を
通
し
て
で
き
る
。

つ
ま
り
、
調
査
者
個
々
人
が
客
観
的
に
森
林
の
姿
を
と
ら
え
、
調
査
者
の
感
性
で
も
っ
て
森

林
に
直
接
美
的
表
現
を
問
い
か
け
る
こ
と
か
ら
は
じ
ま
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
森
林
の
美

を
前
面
に
引
き
出
す
操
作
・
取
り
扱
い
を
森
林
風
致
施
業
と
呼
び
、
そ
の
内
容
は
森
林
と
利

用
者
・
観
照
者
と
の
相
対
的
な
位
置
関
係
で
変
わ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。」
と
記
し
、
現

地
調
査
は
林
分
が
有
す
る
個
々
の
潜
在
す
る
美
を
も
見
出
す
作
業
と
な
り
、
そ
の
美
の
発
現

は
来
訪
者
と
林
分
と
の
相
対
的
な
距
離
に
よ
っ
て
変
化
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
し
た
（9）
。

　

そ
し
て
最
後
に
、「〝
森
林
美
学
〞
の
今
日
的
意
義
は
、〝
美
〞
と
い
う
フ
ィ
ル
タ
ー
（
触
媒
）

を
介
す
る
こ
と
で
森
林
を
直
接
的
な
も
の
と
と
ら
え
、
再
度
新
た
な
視
点
か
ら
森
林
に
目
を

向
け
さ
せ
る
契
機
と
す
る
こ
と
に
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
森
林
風
致
施
業
は
、
樹
林
の
美
的
取

り
扱
い
、
い
わ
ば
樹
林
管
理
に
中
心
が
あ
り
、
そ
れ
は
見
て
楽
し
め
る
、
見
て
目
障
り
と
な

ら
な
い
、
と
い
っ
た
視
覚
優
位
な
判
断
が
お
お
か
た
の
施
業
実
行
の
動
機
づ
け
と
な
っ
て
き

た
の
で
あ
り
、
外
側
か
ら
の
森
林
風
景
美
に
代
表
さ
れ
る
側
面
ば
か
り
が
強
調
さ
れ
て
き

た
。
し
か
し
、
こ
れ
か
ら
の
〝
森
林
美
学
〞
は
、
森
林
生
態
系
を
総
合
的
に
判
断
し
、
そ
こ

に
、
五
感
に
よ
る
森
林
と
の
接
触
を
検
討
し
、
静
的
な
散
策
・
観
察
な
ど
感
性
を
重
視
し
た
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森
林
の
風
致
体
験
が
で
き
る
こ
と
、
美
し
い
森
林
の
創
造
を
し
て
ゆ
く
こ
と
に
あ
る
。
そ
ん

な
時
期
に
今
日
の
状
況
は
あ
る
と
い
え
る
。」
と
結
ん
だ
（10）
。
そ
れ
は
、
人
々
の
視
線
は
森
林

に
向
っ
て
は
い
る
も
の
の
表
層
的
な
も
の
で
あ
り
、
実
際
の
森
林
の
樹
種
や
状
態
な
ど
詳
細

な
内
容
は
ほ
と
ん
ど
わ
か
っ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
も
現
実
で
、
人
々
を
ま
ず
は
林
内
に
誘

い
こ
み
、
森
林
の
美
し
さ
・
心
地
よ
さ
、
あ
る
い
は
荒
れ
た
状
態
を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
か

ら
始
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
（11）
。

一
．
一
九
九
八
年
以
降
の
森
林
美
学
と
森
林
風
致
施
業
に
関
す
る
文
献
資
料
レ
ビ
ュ
ー

　

論
者
の
森
林
美
学
研
究
の
基
本
を
ま
と
め
た
「
森
と
風
致
」
執
筆
後
の
、
一
九
九
八
年
一

月
か
ら
二
〇
一
二
年
一
二
月
の
15
年
間
に
刊
行
・
出
版
・
作
成
さ
れ
た
森
林
美
学
・
森
林
風

致
施
業
に
関
わ
る
資
料
を
対
象
と
し
て
研
究
動
向
を
把
握
し
、
今
後
の
森
林
美
学
と
森
林
風

致
施
業
研
究
の
方
向
を
イ
メ
ー
ジ
・
見
定
め
る
こ
と
と
し
た
。

　

森
林
美
学
・
森
林
風
致
施
業
に
関
す
る
資
料
の
分
析
・
考
察
は
、
論
者
が
独
自
に
分
類
し

て
い
る
ジ
ャ
ン
ル
ご
と
に
資
料
を
大
分
類
し
レ
ビ
ュ
ー
す
る
こ
と
で
進
め
た
。
収
集
し
て
い

る
森
林
美
学
・
森
林
風
致
施
業
に
関
す
る
論
文
や
報
告
書
等
は
、
そ
れ
ぞ
れ
ど
の
よ
う
な
内

容
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
の
か
を
表
す
キ
ー
ワ
ー
ド
を
抽
出
し
デ
ー
タ
管
理
し

て
い
る
。
抽
出
し
た
キ
ー
ワ
ー
ド
は
ぼ
う
大
で
多
様
で
あ
る
。
資
料
の
整
理
そ
し
て
分
析
を

容
易
と
す
る
意
味
か
ら
、
関
連
・
類
似
の
キ
ー
ワ
ー
ド
を
一
括
し
て
包
含
す
る
大
分
類
を
与

え
て
い
る
。
こ
の
大
分
類
の
項
目
を
ジ
ャ
ン
ル
と
位
置
づ
け
し
て
お
り
、
そ
の
ジ
ャ
ン
ル
は

12
項
目
と
な
っ
た
。
各
ジ
ャ
ン
ル
の
内
容
を
示
す
。

　
　
　
「 

森
林
美
学
概
論
（
啓
蒙
）」
＝
森
林
美
学
の
定
義
そ
し
て
役
割
な
ど
総
論
と
し
て
概

説
し
て
い
る
も
の
。

　
　
　

 「 

森
林
美
学
史
」
＝
森
林
美
学
は
一
八
〇
〇
年
代
中
葉
に
提
唱
研
究
さ
れ
て
き
て
い

る
。
森
林
の
取
り
扱
い
は
年
代
と
と
も
に
変
化
し
、
そ
れ
に
対
応
す
る
よ
う
に
森

林
美
学
へ
の
期
待
や
役
割
も
変
化
し
た
。
そ
の
変
化
を
年
代
別
に
論
じ
て
い
る
も

の
。

　
　
　

 「 

森
林
風
致
施
業
概
論
」
＝
風
致
的
間
伐
、
風
致
的
下
刈
り
（
刈
り
出
し
）
な
ど
、
森

林
の
美
的
取
り
扱
い
に
つ
い
て
簡
単
に
説
明
を
し
て
い
る
も
の
。

　
　
　

 「 

森
林
風
致
施
業
（
技
術
・
実
行
）」
＝
森
林
の
美
的
取
り
扱
い
を
具
体
的
・
科
学
的
に

デ
ー
タ
を
も
と
に
示
し
、
実
行
結
果
・
実
例
に
つ
い
て
論
じ
た
も
の
。

表１　森林美学・森林風致に関する収集資料の年代別・ジャンル別集計（収集実数 1322 件：件数はジャンル別累積カウントしている）
ジャンル　　　　　　　年代 1998 1999 2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 計（％）
森林美学概論（啓蒙） 9 3 1 2 2 1 3 3 5 10 8 7 2 56（3.2）
森林美学史 5 1 1 1 1 9（0.5）
森林風致施業概論 9 8 10 8 8 7 10 18 10 10 13 8 12 15 8 154（8.9）
森林風致施業（技術・実行） 3 2 4 6 4 6 4 4 4 3 1 2 2 45（2.6）
森林風景（主観的記述） 14 3 12 7 12 8 17 17 21 7 14 24 26 23 13 218（12.6）
森林景観（客観的記述） 4 6 4 2 5 1 3 5 4 6 3 2 1 3 49（2.8）
都市林・身近な森林＊１ 10 11 13 24 22 16 27 23 17 24 21 28 52 40 36 364（21.1）
森林公園・植物園など事例 6 7 4 3 11 1 3 18 7 3 8 5 3 2 3 84（4.9）
植物美・森林美・草原美 11 2 7 7 2 7 4 5 11 4 3 14 13 9 6 105（6.1）
森林レクリエーション 24 25 18 16 19 17 18 57 36 30 22 23 15 26 15 361（20.9）
森林のアメニティ（五感） 4 2 9 1 8 4 2 3 13 6 8 4 1 2 1 68（3.9）
森林の多面的（公益的）機能＊２ 15 10 15 15 10 8 12 8 10 6 24 30 19 17 16 215（12.4）

計 109 77 92 86 103 77 105 161 137 104 125 152 151 147 102 1728（100）
＊１：森林公園・植物園などは除く。
＊２：森林レクリエーション・森林のアメニティは除く。
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 「 

森
林
風
景
（
主
観
的
記
述
）」
＝
森
林
の
姿
や
印
象
を
美
し
い
・
快
適
な
・
う
っ
蒼
と

し
た
等
、
主
観
的
表
現
で
表
し
て
い
る
も
の
。

　
　
　

 「 

森
林
景
観
（
客
観
的
記
述
）」
＝
森
林
の
姿
を
林
分
構
造
と
し
て
本
数
・
樹
冠
疎
密

度
・
形
状
比
・
林
床
植
生
被
度
・
間
伐
率
な
ど
の
客
観
的
数
値
デ
ー
タ
を
も
と
に

論
じ
た
も
の
。

　
　
　

 「 

都
市
林
・
身
近
な
森
林
」
＝
都
市
部
で
あ
れ
農
山
漁
村
部
で
あ
れ
、
身
近
に
存
在

す
る
森
林
を
取
り
扱
っ
て
い
る
も
の
。
里
山
は
そ
の
代
表
。

　
　
　

 「 
森
林
公
園
・
植
物
園
な
ど
事
例
」
＝
主
に
国
お
よ
び
自
治
体
が
指
定
・
運
営
し
て

い
る
森
林
を
取
り
扱
っ
た
も
の
。
森
林
風
致
施
業
に
関
す
る
発
表
の
多
く
は
こ
こ

で
実
行
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　
　
　

 「 

植
物
美
・
森
林
美
・
草
原
美
」
＝
樹
木
・
そ
の
集
団
で
あ
る
樹
林
、
草
本
や
草
原

の
美
く
し
さ
・
感
動
を
表
し
た
も
の
。

　
　
　

 「 

森
林
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
」
＝
散
策
・
森
林
浴
・
森
林
セ
ラ
ピ
ー
・
ハ
イ
キ
ン

グ
・
登
山
な
ど
、
森
林
地
域
や
草
原
で
行
わ
れ
る
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
に
つ

い
て
論
じ
て
い
る
も
の
。

　
　
　

 「 

森
林
の
ア
メ
ニ
テ
ィ
（
五
感
）」
＝
森
林
の
多
面
的
（
公
益
的
）
機
能
の
う
ち
、
風

致
・
風
趣
な
ど
ア
メ
ニ
テ
ィ
（
五
感
）
に
つ
い
て
特
に
論
じ
て
い
る
も
の
。

　
　
　

 「 

森
林
の
多
面
的
（
公
益
的
）
機
能
」
＝
森
林
は
木
材
生
産
ば
か
り
で
は
な
く
二
酸
化

炭
素
吸
収
や
水
源
涵
養
・
土
砂
流
出
防
備
等
と
い
っ
た
多
面
的
（
公
益
的
）
機
能
を

有
し
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
森
林
美
学
・
森
林
風
致
施
業
と
関
連
し
て
論
じ
ら
れ

て
い
る
も
の
を
対
象
と
し
て
い
る
。

　

収
集
さ
れ
た
資
料
実
件
数
は
１
３
２
２
件
で
あ
っ
た
が
、
12
項
の
ジ
ャ
ン
ル
別
出
現
件
数

（
累
積
カ
ウ
ン
ト
）
で
は
１
７
２
８
件
で
あ
っ
た
（
表
1
）。

　

む
ろ
ん
、
わ
が
国
で
発
表
さ
れ
て
い
る
全
資
料
を
網
羅
収
集
し
、
こ
れ
に
基
づ
い
た
分
析

で
あ
る
と
は
思
っ
て
い
な
い
。
が
、
森
林
美
学
と
森
林
風
致
施
業
が
発
表
さ
れ
る
主
だ
っ
た

文
献
・
資
料
（
日
本
森
林
学
会
・
日
本
造
園
学
会
・
日
本
緑
化
工
学
会
・
日
本
デ
ザ
イ
ン
学
会
・
森
林
立

地
学
会
な
ど
学
会
発
行
の
学
会
誌
・
出
版
本
、
各
種
法
人
発
行
の
専
門
誌
・
機
関
紙
、
自
治
体
発
行
の
報
告

書
・
地
図
・
森
林
公
園
な
ど
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
：
巻
末
に
主
な
も
の
を
列
記
）
を
、
大
学
図
書
館
、

国
立
国
会
図
書
館
、
農
林
水
産
省
図
書
館
、
各
種
法
人
図
書
館
、
林
野
庁
と
森
林
管
理
事
務

署
、
自
治
体
の
図
書
館
・
資
料
館
・
博
物
館
な
ど
の
機
関
に
出
向
き
網
羅
的
に
収
集
を
40
年

前
よ
り
継
続
し
て
行
っ
て
お
り
、
全
体
的
・
総
括
的
傾
向
は
十
分
捉
え
ら
れ
て
い
る
と
判
断

し
て
い
る
。

（
一
）
収
集
資
料
か
ら
み
え
る
全
体
的
傾
向

　

一
九
九
八
年
か
ら
二
〇
〇
四
年
は
毎
年
70
〜
100
件
前
後
が
、
二
〇
〇
五
年
か
ら
二
〇
一
一

年
は
毎
年
150
件
前
後
の
収
集
状
況
と
な
っ
て
い
る
が
、
総
じ
て
年
間
100
件
前
後
の
収
集
で

あ
っ
た
。
そ
し
て
、
ジ
ャ
ン
ル
別
の
15
年
間
の
合
計
件
数
で
み
る
と
違
い
が
読
み
取
ら
れ
る

も
の
の
、
各
ジ
ャ
ン
ル
別
に
み
た
年
間
収
集
件
数
で
み
る
と
ジ
ャ
ン
ル
ご
と
毎
年
ほ
ぼ
同
数

で
収
集
さ
れ
て
い
た
。
収
集
件
数
の
多
か
っ
た
ジ
ャ
ン
ル
は
都
市
林
・
身
近
な
森
林
364
件

（21.1%

）
と
森
林
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
361
件
（20.9%

）
が
挙
げ
ら
れ
、
社
会
の
動
向
を
反
映

し
て
林
業
・
緑
関
係
者
の
発
表
が
多
く
、
関
心
の
高
さ
の
表
れ
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
知
ら

れ
た
。
次
い
で
森
林
風
景
（
主
観
的
記
述
）
218
件
（12.6%

）
と
森
林
の
多
面
的
（
公
益
的
）
機

能
215
件
（12.4%

）
と
高
い
割
合
で
あ
っ
た
。
森
林
風
致
施
業
概
論
は
154
件
（8.9%

）
で
あ

り
、
森
林
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
と
関
わ
る
こ
と
で
高
率
を
反
映
し
た
と
考
え
ら
れ
、
森
林
を

美
し
く
見
せ
る
・
森
林
の
美
し
さ
を
抽
出
演
出
し
た
い
と
い
う
こ
と
へ
の
関
心
の
高
さ
を
う

か
が
う
こ
と
が
で
き
た
。
そ
れ
は
植
物
美
・
森
林
美
・
草
原
美
105
件
（6.1%

）
が
続
い
て
い

る
こ
と
に
も
表
れ
て
い
た
。
そ
し
て
、
森
林
公
園
・
植
物
園
な
ど
事
例
に
関
し
て
が
84
件

（4.9%

）
で
あ
っ
た
。
森
林
公
園
と
し
て
の
整
備
は
わ
が
国
で
は
ま
だ
多
く
は
な
い
も
の
の
、

森
林
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
都
市
林
・
身
近
な
森
林
で
出
現
件
数
は
高
く
な
っ
て
い
た
。
森

林
の
ア
メ
ニ
テ
ィ
（
五
感
）
は
68
件
（3.9%

）
の
出
現
率
で
あ
っ
た
。
つ
ぎ
に
、
森
林
美
学
概

論
は
56
件
（3.2%

）、
森
林
景
観
（
客
観
的
記
述
）
は
49
件
（2.8%

）、
森
林
風
致
施
業
（
技
術
・
実

行
）
は
45
件
（2.6%

）
と
わ
ず
か
な
記
録
で
あ
っ
た
。
最
後
に
、
森
林
美
学
史
は
9
件

（0.5%

）
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
森
林
美
学
、
森
林
風
致
施
業
に
関
す
る
論
文
・
報
告
書
な
ど
は
森
林
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
利
用
に
関
わ
る
発
表
に
集
中
し
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
、
そ
し
て
、
風
景
と
し

て
の
森
林
、
植
物
美
・
森
林
美
・
生
態
美
な
ど
に
関
す
る
発
表
が
多
く
、
総
論
的
な
森
林
の

風
致
的
取
り
扱
い
に
つ
い
て
の
関
心
は
寄
せ
ら
れ
て
は
い
る
も
の
の
、
具
体
的
な
森
林
風
致

施
業
の
技
術
開
発
、
施
業
事
例
の
分
析
は
ま
だ
ま
だ
少
な
い
現
状
に
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ

た
。
そ
れ
は
、
論
者
が
森
林
風
致
施
業
の
発
表
が
少
な
い
こ
と
を
指
摘
報
告
し
た
内
容
と
変

わ
ら
な
い
ま
ま
で
あ
っ
た
（12） 

（13）
。
他
ジ
ャ
ン
ル
に
比
し
て
発
表
数
の
多
い
森
林
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
を
よ
り
普
及
さ
せ
る
た
め
に
は
身
近
な
森
林
で
快
適
に
散
策
し
た
い
、
美
し
い
林
内
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景
観
を
楽
し
み
た
い
と
い
う
要
望
に
応
え
る
べ
き
で
あ
り
、
き
ち
ん
と
管
理
し
て
い
る
状
況

に
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
森
林
が
美
し
く
見
え
る
よ
う
に
す
る
管
理
は
プ
ラ
ス
イ
メ
ー
ジ

の
演
出
と
な
る
。
そ
れ
は
無
管
理
状
態
で
あ
る
こ
と
か
ら
く
る
ゴ
ミ
不
法
投
棄
の
場
と
な
る

な
ど
マ
イ
ナ
ス
面
を
回
避
す
る
こ
と
に
も
な
る
。

　

そ
れ
で
は
ジ
ャ
ン
ル
別
に
そ
の
発
表
内
容
を
み
て
ゆ
き
た
い
（
た
だ
し
、
森
林
風
致
施
業
概
論

と
森
林
風
致
施
業
（
技
術
・
実
行
）
の
詳
細
は
後
述
す
る
こ
と
と
す
る
）。

（
二
）
ジ
ャ
ン
ル
別
発
表
内
容

①
．
森
林
美
学
概
論　

記
録
さ
れ
な
い
年
次
（
二
〇
〇
〇
年
）
も
あ
っ
た
が
、
毎
年
数
件
前
後

の
発
表
が
あ
り
、
56
件
記
録
さ
れ
た
。
多
く
は
森
林
美
の
形
成
の
啓
蒙
、
ド
イ
ツ
の
事
情
や

森
林
美
学
研
究
先
覚
者
の
紹
介
な
ど
の
論
述
で
あ
っ
た
。
一
九
九
八
年
・
二
〇
〇
九
〜

二
〇
一
一
年
に
若
干
多
く
が
記
録
さ
れ
て
い
る
の
は
、
筒
井
・
清
水
な
ど
に
よ
る
森
林
美
学

再
考
を
う
な
が
す
連
載
報
告
に
よ
っ
て
い
る
（14）
〜
（16）
。

②
．
森
林
美
学
史　

9
件
と
記
録
数
は
少
な
い
。
二
〇
〇
四
年
に
5
件
記
録
さ
れ
て
い
る
が

こ
れ
は
筒
井
の
発
表
で
あ
る
（17）
。
森
林
美
学
史
は
後
述
す
る
森
林
の
美
的
取
り
扱
い
で
あ
る

森
林
風
致
施
業
の
実
行
が
少
な
い
現
状
に
あ
っ
て
、
新
島
善
直
、
今
田
敬
一
、
本
多
静
六
、

田
村
剛
な
ど
が
研
究
し
た
19
世
紀
ド
イ
ツ
森
林
美
学
研
究
に
つ
い
て
の
論
考
を
ベ
ー
ス
と
し

た
発
表
が
主
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
森
林
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
や
都
市
林
・
身
近
な
森

林
に
関
す
る
発
表
が
多
い
こ
と
を
受
け
て
、
今
後
は
森
林
美
学
研
究
の
一
翼
で
あ
る
森
林
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
施
設
（
遊
歩
道
な
ど
）
の
計
画
・
設
定
や
整
備
内
容
の
検
討
、
あ
る
い
は
利

用
形
態
別
に
実
施
さ
れ
て
い
る
森
林
風
致
施
業
・
森
林
の
美
的
取
り
扱
い
に
つ
い
て
の
検
証

な
ど
、
時
代
を
追
っ
た
論
考
と
し
て
発
表
さ
れ
て
ゆ
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。
ま
た
、
文
学

研
究
者
で
あ
る
嘉
屋
武
の
発
表
も
見
ら
れ
た
（18）
。

③
．
森
林
風
致
施
業
概
論　

154
件
が
記
録
さ
れ
た
。
毎
年
約
10
件
が
発
表
さ
れ
て
い
る
。
そ

の
多
く
は
風
致
的
取
り
扱
い
を
し
て
い
る
森
林
の
紹
介
、
風
致
施
業
・
美
的
取
り
扱
い
の
必

要
性
を
言
及
し
た
も
の
で
占
め
ら
れ
、
後
述
す
る
都
市
林
・
身
近
な
森
林
と
関
連
し
て
発
表

さ
れ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
た
。
現
状
は
け
っ
し
て
多
い
発
表
状
況
で
は
な
い
が
、
森
林
を

風
致
的
に
取
り
扱
っ
て
ゆ
き
た
い
と
毎
年
き
ま
っ
て
発
表
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
、
森
林
風
致

施
業
の
実
行
お
よ
び
研
究
に
結
び
つ
い
て
ゆ
く
と
期
待
で
き
る
（19）
〜
（22）
。

④
．
森
林
風
致
施
業
（
技
術
・
実
行
）　

45
件
と
少
な
い
が
、
二
〇
〇
三
年
か
ら
二
〇
〇
八
年

の
毎
年
5
件
前
後
の
発
表
が
さ
れ
て
い
た
（23） 

（24） 

（25）
。
記
録
数
の
多
く
は
国
有
林
に
お
け
る
眺

望
伐
採
や
風
致
植
栽
の
実
行
で
あ
る
。
し
か
し
、
森
林
風
致
施
業
の
技
術
面
か
ら
の
研
究
は

論
者
を
含
む
数
人
の
発
表
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、
ま
だ
ま
だ
研
究
が
進
ん
で
い
な
い
こ
と
を

物
語
っ
て
い
た
。

⑤
．
森
林
風
景
（
主
観
的
記
述
）　

218
件
と
多
く
記
録
さ
れ
、
各
年
の
記
録
件
数
に
変
動
幅
が

み
ら
れ
た
。
森
林
風
景
の
紹
介
や
風
景
の
特
徴
な
ど
が
執
筆
者
の
好
み
・
感
想
と
し
て
記
述

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
表
現
さ
れ
た
内
容
を
も
と
に
今
後
、
森
林
風
景
を
改
善
し
て

ゆ
く
契
機
と
な
る
と
期
待
で
き
る
（26）
〜
（28）
。

⑥
．
森
林
景
観
（
客
観
的
記
述
）　

49
件
と
森
林
風
景
の
発
表
の
22
％
と
少
な
い
。
森
林
の
美

し
さ
を
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
よ
る
統
計
処
理
、
林
分
構
造
の
調
査
研
究
な
ど
数
値
と
し
て
客

観
的
に
森
林
の
姿
（
林
分
構
造
）
を
捉
え
よ
う
と
研
究
し
て
い
る
（29）
〜
（31）
。
そ
し
て
、
調
査
さ
れ

た
林
分
構
造
を
見
通
し
距
離
や
相
対
照
度
と
の
か
か
わ
り
と
し
て
分
析
し
そ
の
特
徴
を
つ
か

む
段
階
ま
で
は
進
ん
で
き
た
が
、
景
観
構
造
の
改
善
に
つ
な
げ
伐
採
方
法
や
植
栽
に
反
映
さ

せ
る
森
林
風
致
施
業
研
究
は
よ
う
や
く
入
口
部
に
至
っ
た
段
階
で
あ
り
、
今
後
の
研
究
の
進

展
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

⑦
．
都
市
林
・
身
近
な
森
林　

364
件
と
も
っ
と
も
多
く
記
録
さ
れ
た
ジ
ャ
ン
ル
で
あ
っ
た
。

と
く
に
里
山
に
関
連
す
る
発
表
の
多
さ
は
二
〇
一
〇
年
の
愛
知
博
覧
会
Ｓ
Ａ
Ｔ
Ｏ
Ｙ
Ａ
Ｍ
Ａ

イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
て
か
ら
、
毎
年
40
〜
50
件
の
記
録
と
な
っ
て
い

た
。
都
市
林
・
身
近
な
森
林
が
森
林
風
致
施
業
の
対
象
と
な
り
や
す
い
こ
と
は
多
く
の
人
々

が
来
訪
し
、
観
賞
す
る
こ
と
か
ら
も
っ
と
も
な
こ
と
と
理
解
さ
れ
る
。
併
せ
、
身
近
な
森

林
・
植
物
の
保
護
や
生
息
地
の
再
生
・
復
元
活
動
と
し
て
森
林
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
と
連
携

し
て
い
る
こ
と
が
特
徴
で
あ
る
（32）
〜
（37）
。

⑧
．
森
林
公
園
・
植
物
園
等
な
ど
事
例　

84
件
が
記
録
さ
れ
て
い
た
。
自
治
体
運
営
あ
る
い

は
国
営
公
園
と
い
っ
た
数
10 

ha
を
超
え
る
大
規
模
な
森
林
が
対
象
と
な
っ
て
、
森
林
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
の
場
、
森
林
や
植
生
を
観
察
・
観
賞
し
て
楽
し
む
場
と
し
て
の
整
備
記
録
の
内

容
が
多
か
っ
た
（38） 

（39）
。
二
〇
〇
五
年
に
18
件
と
多
い
の
は
上
原
に
よ
る
森
林
療
法
の
紹
介
が

連
載
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
（40）
。

⑨
．
植
物
美
・
森
林
美
・
草
原
美　

105
件
の
記
録
で
あ
っ
た
。
森
林
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
に

と
も
な
っ
て
植
物
・
森
林
・
草
原
の
美
し
さ
を
報
告
し
た
も
の
で
あ
り
、
阿
蘇
高
原
の
草
原

の
維
持
に
関
す
る
研
究
も
み
ら
れ
た
。
森
林
風
景
（
主
観
的
記
述
）
と
併
行
し
て
記
録
さ
れ
た

も
の
が
多
か
っ
た
（41）
〜
（47）
。

⑩
．
森
林
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン　

361
件
と
都
市
林
・
身
近
な
森
林
に
次
ぐ
記
録
件
数
と
な
っ

て
い
た
。
毎
年
20
件
前
後
、
二
〇
〇
五
年
は
上
原
の
森
林
療
法
の
連
載
発
表
も
あ
り
57
件
が
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記
録
さ
れ
て
い
た
（48）
〜
（54）
。
森
林
の
中
を
快
適
に
散
策
す
る
、
植
物
・
森
林
の
美
し
さ
を
紹
介

す
る
報
告
で
多
く
が
占
め
ら
れ
て
い
た
。

⑪
．
森
林
の
ア
メ
ニ
テ
ィ
（
五
感
）　

68
件
と
け
っ
し
て
多
い
記
録
で
は
な
い
が
、
森
林
を
五

感
で
捉
え
そ
の
風
致
・
ア
メ
ニ
テ
ィ
に
つ
い
て
毎
年
数
件
の
報
告
が
さ
れ
て
い
た
（55）
〜
（60）
。

二
〇
一
〇
年
の
愛
知
博
覧
会
の
翌
年
に
13
件
と
里
山
の
風
致
・
ア
メ
ニ
テ
ィ
に
関
し
て
の
発

表
が
多
く
な
さ
れ
た
こ
と
も
知
ら
れ
た
。

⑫
．
森
林
の
多
面
的
（
公
益
的
）
機
能　

215
件
が
記
録
さ
れ
た
が
、
こ
こ
で
の
件
数
は
森
林

美
学
・
森
林
風
致
施
業
に
関
わ
っ
て
の
件
数
で
あ
り
、
森
林
の
多
面
的
（
公
益
的
）
機
能
に

関
す
る
論
文
・
報
告
書
は
ぼ
う
大
な
件
数
に
の
ぼ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
注
記
し
て
お
く
。

人
々
が
森
林
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
や
森
林
風
景
に
関
心
を
寄
せ
行
動
す
る
こ
と
で
同
時
に
森

林
の
多
面
的
（
公
益
的
）
機
能
に
気
づ
き
期
待
を
寄
せ
る
態
度
は
大
切
に
し
な
く
て
は
な
ら

な
い
（61）
〜
（67）
。
人
々
が
こ
れ
ま
で
の
よ
う
な
森
林
の
土
砂
崩
壊
防
備
機
能
と
い
っ
た
切
実
な
期

待
で
は
な
く
、
美
し
い
風
景
・
森
林
の
風
致
を
楽
し
む
と
い
っ
た
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
精
神

的
な
機
能
へ
と
期
待
が
移
行
し
は
じ
め
て
き
て
い
る
こ
と
、
か
つ
地
方
の
再
生
の
た
め
に
美

し
い
風
景
の
維
持
と
形
成
が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
重
要
な
視
座
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
を

研
究
者
は
常
に
意
識
し
て
お
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
こ
と
は
確
か
で
あ
る
（68）
。

二
．
森
林
風
致
施
業
概
論
ジ
ャ
ン
ル
の
考
察

　

全
体
で
154
件
が
記
録
さ
れ
た
。
単
記
は
39
件
、
他
ジ
ャ
ン
ル
と
併
記
分
類
の
発
表
が
115
件

記
録
さ
れ
て
い
た
（
表
2
）。

（
一
）
単
記
の
発
表
：
39
件　

美
し
い
森
林
の
創
造
の
た
め
行
わ
れ
る
伐
採
（
択
伐
、
画
伐
、

非
皆
伐
施
業
、
間
伐
）、
下
刈
り
、
刈
り
出
し
、
本
数
密
度
の
設
定
、
造
林
、
移
植
、
天
然
更

新
、
育
苗
な
ど
森
林
風
致
施
業
の
紹
介
、
生
態
系
保
全
と
多
様
性
維
持
の
た
め
の
配
慮
に
つ

い
て
の
紹
介
、
ド
イ
ツ
・
ス
イ
ス
で
の
森
林
風
致
施
業
の
紹
介
、
市
民
の
森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
へ
の
指
導
と
作
業
効
率
、
な
ど
に
言
及
し
た
も
の
で
あ
っ
た
（69）
〜
（71）
。

（
二
）
森
林
美
学
概
論
（
啓
蒙
）
と
併
記
：
6
件　

森
林
風
景
計
画
、
森
林
風
景
の
調
整
な
ど

と
の
関
連
で
記
さ
れ
て
い
た
。

（
三
）
森
林
美
学
史
と
併
記
：
2
件　

森
林
美
学
研
究
の
紹
介
に
関
し
て
併
せ
記
さ
れ
て
い

た
。

（
四
）
森
林
風
景
（
主
観
的
記
述
）
と
併
記
：
21
件　

京
都
三
山
に
お
け
る
国
有
林
（
東
山
や
嵐

山
な
ど
）
で
の
森
林
風
景
へ
の
提
言
や
美
的
取
り
扱
い
の
紹
介
、
あ
る
い
は
ド
イ
ツ
・
シ
ュ

バ
ル
ツ
バ
ル
ト
で
の
林
業
政
策
に
観
光
産
業
へ
の
意
識
化
な
ど
の
取
り
組
み
の
紹
介
で
あ
っ 

た
（72） 

（73）
。

（
五
）
森
林
景
観
（
客
観
的
記
述
）
と
併
記
：
3
件　

京
都
東
山
の
森
林
風
景
計
画
・
森
林
風

致
施
業
計
画
の
実
行
に
関
す
る
も
の
で
、
記
録
は
少
な
か
っ
た
。

（
六
）
都
市
林
・
身
近
な
森
林
と
併
記
：
29
件　

里
山
に
関
す
る
報
告
や
嵐
山
な
ど
国
有
林

で
の
市
民
参
加
、
社
有
林
の
社
員
に
よ
る
森
林
保
全
活
動
な
ど
で
あ
り
、
身
近
な
森
林
に
お

表２　森林風致施業概論・森林風致施業 ( 技術・実行 ) と併行記載されたジャンル件数
ジャンル 森林風致施業概論 森林風致施業（技術・実行） 計

森林美学概論（啓蒙） 6 1 7

森林美学史 2 2

森林風致施業概論 39 ― 39

森林風致施業（技術・実行） ― 15 15

森林風景（主観的記述） 21 5 26

森林景観（客観的記述） 3 3

都市林・身近な森林＊１ 29 12 41

森林公園・植物園など事例 19 8 27

植物美・森林美・草原美 8 1 9

森林レクリエーション 19 2 21

森林のアメニティ（五感） 4 1 5

森林の多面的 (公益的 )機能＊２ 4 4

計 154 45 199

＊１：森林公園・植物園などは除く。
＊２：森林レクリエーション・森林のアメニティは除く。
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け
る
風
致
に
配
慮
し
た
取
り
組
み
の
紹
介
が
多
く
を
占
め
て
い
た
（74）
〜
（76）
。

（
七
）
森
林
公
園
・
植
物
園
な
ど
事
例
と
併
記
：
19
件　

丹
波
の
森
、
大
阪
万
博
記
念
公

園
、
天
王
山
、
箕
面
明
治
の
森
国
有
林
、
伊
勢
神
宮
、
京
都
御
苑
な
ど
に
お
け
る
森
林
・
樹

林
の
風
致
的
取
り
扱
い
の
紹
介
や
、
ギ
ャ
ッ
プ
更
新
と
チ
ョ
ウ
類
の
繁
殖
の
関
係
な
ど
に
関

す
る
発
表
で
あ
っ
た
（77）
〜
（79）
。

（
八
）
植
物
美
・
森
林
美
・
草
原
美
と
併
記
：
8
件　

嵐
山
に
期
待
さ
れ
る
森
林
美
の
維
持

の
た
め
の
植
栽
や
、
北
海
道
で
の
フ
ォ
レ
ス
ト
ス
ケ
ー
プ
研
究
で
赤
色
・
黄
色
の
樹
種
が
好

ま
れ
て
い
る
こ
と
と
い
っ
た
発
表
が
さ
れ
て
い
た
（80）
。

（
九
）
森
林
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
と
併
記
：
19
件　

海
岸
林
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
利
用
と

管
理
、
ブ
ナ
林
の
観
光
利
用
と
管
理
な
ど
、
来
訪
者
が
望
む
森
林
の
姿
や
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
よ
る
森
林
管
理
に
つ
い
て
多
く
報
告
さ
れ
て
い
た
（81） 

（82）
。

（
十
）
森
林
の
ア
メ
ニ
テ
ィ
（
五
感
）
と
併
記
：
4
件　

好
ま
し
い
コ
ナ
ラ
林
は
幹
数
が
少
な

い
方
が
良
い
、
林
内
の
気
持
ち
良
さ
に
は
林
内
光
や
空
間
の
広
が
り
が
関
与
し
て
い
る
、
森

林
タ
イ
プ
と
心
理
効
果
に
つ
い
て
な
ど
が
報
告
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
ど
の
よ
う
に
好
ま

れ
る
林
相
へ
と
誘
導
す
る
の
か
と
い
っ
た
具
体
的
な
技
術
は
論
及
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
（83）
。

（
十
一
）
森
林
の
多
面
的
（
公
益
的
）
機
能
と
併
記
：
4
件　

森
林
施
業
と
森
林
生
態
系
と
の

関
係
な
ど
が
発
表
さ
れ
て
い
た
。

　

併
記
さ
れ
た
ジ
ャ
ン
ル
別
に
は
、
都
市
林
・
身
近
な
森
林
29
件
、
森
林
風
景
（
主
観
的
記

述
）
21
件
、
森
林
公
園
・
植
物
園
な
ど
事
例
19
件
が
多
く
該
当
し
て
い
た
。
こ
の
よ
う
に
身

近
な
森
林
で
あ
る
か
ら
こ
そ
美
し
い
森
林
、
快
適
な
森
林
を
求
め
、
森
林
風
致
施
業
の
実
行

を
求
め
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
、
森
林
風
景
描
写
の
発
表
と
な
っ
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ

た
。
し
か
し
な
が
ら
、
実
際
に
美
し
い
森
林
へ
と
誘
導
し
た
試
み
の
紹
介
は
わ
ず
か
3
件
で

あ
る
こ
と
、
森
林
の
ア
メ
ニ
テ
ィ
に
つ
い
て
の
発
表
も
4
件
と
少
な
い
こ
と
か
ら
、
森
林
風

致
施
業
の
実
行
を
促
す
な
ん
ら
か
の
ベ
ク
ト
ル
（
森
林
の
美
的
取
り
扱
い
補
助
制
度
の
導
入
な
ど
）

を
提
示
し
な
い
と
次
な
る
ス
テ
ッ
プ
に
は
至
ら
な
い
こ
と
が
知
ら
れ
た
。

三
．
森
林
風
致
施
業
（
技
術
・
実
行
）
ジ
ャ
ン
ル
の
考
察

　

全
体
で
45
件
、
単
記
は
15
件
で
あ
り
、
ジ
ャ
ン
ル
別
に
は
都
市
林
・
身
近
な
森
林
12
件
、

森
林
公
園
・
植
物
園
な
ど
事
例
8
件
に
多
く
該
当
し
て
い
た
（
表
2
）。
発
表
は
具
体
的
な
森

林
風
致
施
業
に
つ
い
て
の
内
容
、
そ
し
て
森
林
風
致
施
業
指
標
の
考
案
・
提
示
で
あ
っ
た
。

そ
の
発
表
内
容
を
類
型
（
ａ
〜
ｄ
）
し
考
察
し
た
（
表
3
）。

ａ
．
植
栽
に
関
す
る
発
表
：
6
件
の
記
録
で
あ
り
、
京
都
の
東
山
お
よ
び
嵐
山
に
お
け
る
モ

ミ
ジ
類
・
サ
ク
ラ
類
の
植
栽
と
補
植
に
関
す
る
発
表
（
図
1
・
図
2
）、
お
よ
び
ブ
ナ
の
樹
下

植
栽
に
よ
る
二
段
林
施
業
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
背
景
に
は
近
年
の
常
緑
広
葉
樹
林
（
照
葉
樹

林
）
化
の
拡
大
へ
の
憂
慮
で
あ
っ
た
り
、
ナ
ラ
枯
れ
被
害
へ
の
対
応
や
、
針
広
混
交
林
へ
の

誘
導
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
（84）
〜
（86）
。
ま
た
、
作
業
種
の
選
択
（
群
状
択
伐
な
ど
）
と
そ
の

伐
採
面
積
の
大
き
さ
そ
し
て
実
行
箇
所
が
問
わ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
成
果
は
今
後
の
植

栽
木
の
成
長
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
や
来
訪
者
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
な
ど
に
よ
っ
て
明
ら
か

と
す
る
こ
と
が
待
た
れ
る
。
一
方
、
近
年
の
シ
カ
食
害
な
ど
野
生
動
物
へ
の
対
策
の
効
果
が

大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
（87）
。

ｂ
．
伐
採
・
間
伐
に
関
す
る
発
表
：
24
件
の
記
録
で
あ
り
、
孔
状
地
伐
採
、
群
状
伐
採
、

ギ
ャ
ッ
プ
更
新
な
ど
伐
採
の
方
法
と
面
積
設
定
に
関
す
る
発
表
お
よ
び
上
層
間
伐
に
関
す
る

発
表
、
そ
し
て
、
眺
望
伐
採
に
関
す
る
発
表
、
林
床
照
度
確
保
の
た
め
の
伐
採
に
関
す
る
発

表
で
あ
っ
た
（88）
〜
（91）
。
こ
れ
ら
森
林
風
致
施
業
の
実
行
は
林
内
風
景
、
林
外
風
景
ど
ち
ら
に
せ

よ
人
々
が
森
林
風
景
あ
る
い
は
遠
景
を
楽
し
む
視
点
場
の
設
定
が
重
要
と
な
る
こ
と
か
ら
、

森
林
公
園
あ
る
い
は
風
致
林
・
風
景
林
に
指
定
さ
れ
て
い
る
国
有
林
や
公
有
林
で
の
実
行
が

主
で
あ
り
、
私
有
林
で
の
実
行
は
わ
ず
か
に
す
ぎ
な
い
現
状
に
あ
る
。
内
容
も
林
内
風
致
の

向
上
を
図
る
た
め
の
除
間
伐
や
下
刈
り
の
実
行
が
多
く
を
占
め
、
遠
景
を
眺
望
風
景
と
し
て

取
り
込
む
た
め
視
点
場
周
辺
の
林
分
の
伐
採
や
枝
打
ち
の
実
行
は
ま
だ
ま
だ
少
な
い
（
図

3
、
図
4
、
図
5
、
図
8
）。
そ
し
て
、
森
林
風
致
施
業
の
実
行
箇
所
（
立
地
）
に
関
す
る
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
調
査
研
究
は
み
ら
れ
ず
、
こ
れ
か
ら
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

ｃ
．
下
刈
り
・
刈
り
出
し
・
地
表
処
理
に
関
す
る
発
表
：
10
件
の
記
録
で
あ
っ
た
。
特
定
の

種
の
育
成
や
開
花
促
進
を
図
る
た
め
の
保
育
に
関
す
る
発
表
、
そ
し
て
ア
カ
マ
ツ
や
ヤ
マ
ユ

リ
な
ど
天
然
更
新
に
関
す
る
発
表
で
あ
っ
た
（92） 

（93）
。
こ
れ
ら
は
林
床
植
生
を
育
成
し
林
内
風

景
を
美
し
く
演
出
す
る
代
表
的
手
法
で
あ
り
、
一
九
八
〇
年
代
中
葉
か
ら
さ
か
ん
に
研
究
発

表
さ
れ
続
け
て
い
る
課
題
で
あ
る
（
図
6
、
図
7
）。

ｄ
．
森
林
風
致
施
業
の
た
め
の
基
準
の
提
示
や
指
標
（
関
数
）
の
考
案
に
関
す
る
発
表
：
15

件
の
記
録
で
あ
っ
た
。
単
位
面
積
当
た
り
の
樹
木
本
数
、
あ
る
い
は
残
存
木
の
胸
高
直
径
の

指
定
や
断
面
積
合
計
の
提
示
に
関
す
る
発
表
が
み
ら
れ
た
が
（94）
〜
（96）
、
森
林
風
致
施
業
の
遂
行

の
た
め
の
関
数
の
考
案
は
論
者
に
よ
る
森
林
風
致
施
業
指
標
（
枝
下
空
間
量
・
胸
高
直
径
指
数
）

の
発
表
だ
け
で
あ
っ
た
（97）
〜
（99）
。

　

こ
の
よ
う
に
、
ま
だ
ま
だ
森
林
風
致
施
業
（
技
術
・
実
行
）
に
関
す
る
発
表
は
質
量
と
も
に
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表３　森林風致施業（技術・実行）の発表内容：45 件
年代 発 表 者 発 表 内 容 内容類型 発 表 先 ページ
1998
（3件）

四手井綱英 京都・東山、孔状伐採でカエデ・サクラ植栽 a・b 法政大学出版 62-140

鳥居厚志 京都・嵐山、風致施業：0.1ha群状択伐・植樹
祭

a・b 森林総研関西支所年報 39 21-22

岐阜県馬瀬村 修景間伐・風致間伐 b 現代林業 385 32

2001
（2件）

深町加津枝 京都・嵐山、群状択伐・ヤマザクラ植栽 a・b 森林総研関西支所年報 41 36

原哲郎 京都・嵐山、風致施業：0.05ha群状択伐 b 近畿中国森林管理局森林林業
交流研究発表集録

31

2002
（4件）

深町加津枝ほか 京都・嵐山、ヤマザクラ植栽 a・b 第 113回日本林学大会学術講
演集

107

近松美佐子・中村彰宏ほか 大阪万博記念公園、ギャップ更新 b 日緑工誌 28（1） ○ 97-102

細谷貴 雑木林の択伐と相対照度 50％へ、胸高直径 22
㎝以上のみ保残

b・d 日本造園学会学会広報 14（3） 24

日光森林管理署 日光、眺望伐採 b 現代林業 437 50

2003
（6件）

小穴晶子ほか 森林の快適性を気づかせる風致施業、なすび伐
り・上層間伐、複層林施業

b 林業技術 731 11-30

清水裕子ほか 人工林、風致間伐 b ランドスケープ研究 66（5） 
 ○

517-520

日光森林管理署 眺望伐採、日塩もみじライン森林風景計画 b 報告書 14-112

京都大阪森林管理事務所 京都・東山、群状択伐・アカマツ天然更新 b 報告書 68頁
髙梨武彦 森林風致施業指標（枝下空間量）の考案、見通

し距離・相対照度
d 第 114回日本林学大会学術講

演集
129

髙梨武彦 森林風致施業指標（枝下空間量）の考案、見通
し距離・相対照度

d 京都造形芸術大学 GENESIS7 76-90

2004
（4件）

由田幸雄 日光、眺望伐採、風致施業、遊歩道新設整備 b グリーン・エージ 361 18-22

畠瀬頼子ほか 国営みちのく杜の湖畔公園、森林管理・林床植
生育成

c ランドスケープ研究 67（5） 
 ○

543-546

井川原弘一ほか 林内景観・見通しと林木の姿が好まれる＝胸高
直径合計

d ランドスケープ研究 67（5） 
 ○

611-614

中嶋敏祐 スギ -ブナ二段林、樹下植栽、間伐率と相対照
度

b 林業新知識 613 18-19

2005
（6件）

垰田宏 コバノミツバツツジ・植生管理、風致施業 c 東京書籍 29

髙梨武彦 森林風致施業指標と相対照度 d 京都造形芸術大学 GENESIS9 155-178

勝浦康之 樹林地の景観管理、風致施業 b 造園技術報告書 3 54-57

京都大阪森林管理事務所 京都・東山、高台寺国有林、コジイ伐採とヤマ
モミジ植栽・アカマツ林風致施業

a・b 報告書

大阪府 竹林施業・整理伐＝ 15～ 20本/ 100m2 b・d 報告書 21頁
清水裕子ほか ヒノキ 50・80年生人工林の風致間伐、上層間

伐が針広混交林誘導に効果的
b ランドスケープ研究 68（5） 

 ○
683-688

2006
（4件）

畠瀬頼子ほか 東北地方・国営みちのく杜の湖畔公園、森林公
園の森林管理（下刈り）と開花促進

c ランドスケープ研究 69（5） 
 ○

571-576

呉初平 アカマツ天然下種更新＝ 3本/ 2m2 c 第 117回日本森林学大会全国
大会

PA47

栃木県鹿沼林務事務所・京
谷昭

アカマツ林の風致施業＝補植・刈り出しが有効 a・c 道路と自然 132 31-35

根本淳ほか 国営武蔵丘陵森林公園、林床植生・ヤマユリ育
成

c 日緑工誌 32（1） ○ 9

2007
（4件）

奥敬一ほか 魅力ある森林景観、立木密度と風致施業、京都・
嵐山

b・d 全国林業改良普及協会 273頁

髙梨武彦 林相別森林風致施業指標（枝下空間量・胸高直
径指数）、見通し距離・相対照度

d 日本デザイン学会誌 54（2） 
 ○

1-8

髙梨武彦 複層林の森林風致施業指標と風致評価、相対照
度 20～ 30％＝上木本数 2～ 3本/ 100m2

d 京都造形芸術大学
GENESIS11

46-61

由田幸雄 日光市、眺望伐採 b 森林技術 789 15-20
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少
な
い
状
況
に
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
ま
た
、
査
読
付
き
論
文
と
し
て
発
表
さ
れ
た
の
は

わ
ず
か
11
件
の
記
録
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
。
そ
の
内
容
は
ｂ
．
伐
採
・
間
伐
に
関
す
る
発
表

4
件
、
ｃ
．
下
刈
り
・
刈
り
出
し
・
地
表
処
理
に
関
す
る
発
表
5
件
、
ｄ
．
指
標
の
考
案
・

提
示
に
関
す
る
発
表
3
件
、
と
い
う
状
況
で
あ
っ
た
。

　

針
葉
樹
人
工
林
の
間
伐
遅
れ
に
対
す
る
多
様
な
施
策
が
徐
々
に
で
は
あ
る
が
よ
う
や
く
各

地
で
実
行
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
地
域
資
産
と
し
て
の
森
林
の
整
備
は
美
し
い
森
林
風
景
へ
と
誘

導
す
る
こ
と
の
始
ま
り
で
あ
り
、
地
域
再
生
に
つ
な
が
る
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
地
域

経
済
の
活
性
化
の
視
点
と
し
て
森
林
の
美
的
取
り
扱
い
の
重
要
性
を
う
っ
た
え
て
ゆ
く
こ
と

が
求
め
ら
れ
る
。

お
わ
り
に

　

十
九
世
紀
、
ド
イ
ツ
は
工
業
の
発
達
・
都
市
の
発
展
い
ち
じ
る
し
く
、
そ
の
一
方
で
市
民

は
心
身
の
疲
れ
を
癒
す
べ
く
休
日
に
森
林
の
な
か
を
散
策
す
る
こ
と
で
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
て

い
た
。
狩
猟
林
と
し
て
の
管
理
か
ら
木
材
供
給
を
効
率
的
に
行
う
た
め
の
森
林
管
理
を
科
学

的
視
点
か
ら
取
り
扱
う
林
学
研
究
が
進
ん
だ
ド
イ
ツ
に
あ
っ
て
、
森
林
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
の
場
と
し
て
の
重
要
性
に
注
目
し
、
木
材
供
給
を
し
つ
つ
人
々
が
よ
り
楽
し
く
快
適
に
歩

け
る
森
林
の
姿
（
林
相
と
林
分
構
造
）
へ
の
誘
導
（
森
林
風
致
施
業
）
を
考
究
し
た
の
が
ハ
イ
ン

リ
ッ
ヒ
・
フ
ォ
ン
・
ザ
リ
ッ
シ
ュ
で
あ
り
、
一
八
八
五（
明
治
十
八
）
年
に『
森
林
美
学
』
を
著

し
た
（100） 

（101）
。
同
時
期
の
わ
が
国
は
と
い
う
と
、
政
権
交
代
を
は
か
り
明
治
と
な
り
近
代
国
家

へ
の
道
を
め
ざ
し
て
い
た
。
政
府
は
お
雇
い
外
国
人
の
招
聘
に
よ
る
人
材
養
成
の
時
期
を
経

て
多
く
の
若
者
を
時
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
留
学
さ
せ
て
い
る
が
（102）
、
そ
の
留
学
生
の
一
人
に
本

多
静
六
が
い
た
。
本
多
は
ド
イ
ツ
で
林
学
を
修
め
帰
国
後
、
林
学
の
多
く
の
分
野
を
母
校
の

東
京
農
科
大
学
（
後
の
東
京
大
学
農
学
部
）
で
教
授
し
た
。
そ
の
一
つ
と
し
て
森
林
美
学
を
明

治
四
十
三（
一
九
一
〇
）
年
に
講
じ
る
な
ど
、
林
学
を
体
系
づ
け
た
先
駆
的
研
究
者
で
あ
る
（103）
。

そ
れ
か
ら
約
100
年
、
森
林
美
学
は
そ
の
後
の
わ
が
国
の
林
学
界
の
な
か
で
注
視
は
さ
れ
つ 

つ
も
け
っ
し
て
目
立
つ
分
野
と
は
な
っ
て
い
な
い
が
、
今
日
ま
で
研
究
は
続
け
ら
れ
て
い 

る
（104）
〜

（106）
。
平
成
二
十
三
年
十
二
月
調
査
『
森
林
と
生
活
に
関
す
る
世
論
調
査
（
内
閣
府
）』
を

み
る
と
、「
森
林
へ
の
親
し
み
」
を
感
じ
る86.6%

（
60
歳
代
で
多
）・
感
じ
な
い12.9%

（
20
歳

代
で
多
）、「
山
や
森
へ
行
っ
た
目
的
」
を
み
る
と
、
す
ぐ
れ
た
景
観
や
風
景
を
楽
し
む
た
め

40.4%

・
森
林
浴
に
よ
り
心
身
の
気
分
転
換
を
す
る
た
め37.2%

・
釣
り
や
山
菜
採
り15.4%

と
な
っ
て
お
り
、「
森
林
づ
く
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
へ
の
参
加
意
向
」
で
は
、
参
加
し
た

2008
（4件）

髙梨武彦 京都・東山、森林風致施業指標 d 博士論文 151頁
髙梨武彦 林内風致評価に関わる林分因子の抽出・アン

ケート調査、林相別森林風致施業指標
d 京都造形芸術大学

GENESIS12
53-69

増沢武弘 飯網高原実験林、レンゲツツジ群落復元＝刈り
出し

c 国立公園 661 24-25

根本淳 コナラ二次林の地表処理（地掻き）によるヤマ
ユリ育成

c 日緑工誌 33（3） 428-429

2009
（3件）

呉初平 京都、東山・大文字、アカマツ実生と地表処理
効果、下刈り・刈り出しが必要

c 日緑工誌 34（4） ○ 623-630

茨城森林管理署 筑波山、作業種別の複層林施業、保残方法 b 森林技術 808 16-17

阿部佑平ほか 京都・天王山、モウソウチク林整理伐と林分構
造の動態

b 日緑工誌 35（1） ○ 57-62

2010 髙梨武彦 森林風致施業指標の無保育人工林への適用 d 京都造形芸術大学
GENESIS14

56-89

2011
（2件）

呉初平 マツ枯れ林分のアカマツ林再生、アカマツ除く
上層木の断面積合計 13m2 / ha以下に

d 日緑工誌 36（3） 365-366

髙梨武彦 森林風致施業指標の無保育人工林への適用 d 日本デザイン学会誌 58（4）
 ○

77-86

2012
（2件）

髙梨武彦 林相別の風致評価と森林風致施業指標、見通し
距離・相対照度

d 京都造形芸術大学
GENESIS16

34-62

藤森隆郎 大阪万博記念公園、強度間伐によるギャップ更
新と刈り出し

b・c 森発見 28 6-7

a：植栽　　b：伐採　　c：下刈り・刈り出し・地表処理　　d：森林風致施業の指標の考案・提示　　○：査読付き論文
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図 3　眺望伐採
（京都・嵐山：保津川峡谷を俯瞰し嵐山を望む　撮影 2012 年春）

図 1　風致的植栽
（京都・大原：ヒノキ―ヤマモミジ二段林　撮影 2012 年）

図４　眺望伐採
（東京・高尾山：都心方向を望む　撮影 2013 年）

図２　風致的植栽
（京都・東山将軍塚近く：ナラ枯れ伐採跡にヤマモミジなど植栽。

撮影 2013 年）
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図 6　コバノミツバツツジの刈り出し
（京都・宝ヶ池　撮影 2007 年春）

図 5　風致的枝打ち
（京都・三千院：遠景の取り込み　撮影 2012 年）

図 7　地表処理
（京都・東山：大文字にてアカマツ天然下種更新。撮影 2007 年）

図 8　モウソウチク林　間伐
（京都府大山崎町・天王山：市民ボランティアによる整備。 

撮影 2009 年）
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い50.7%

・
し
た
く
な
い46.8%

、
と
報
告
さ
れ
て
い
る
（107）
。
こ
の
よ
う
に
森
林
を
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
の
場
と
捉
え
る
社
会
情
勢
は
、
森
林
浴
ブ
ー
ム
を
経
て
中
高
年
者
の
登
山
ブ
ー

ム
と
な
り
、
さ
ら
に
は
森
林
セ
ラ
ピ
ー
ロ
ー
ド
の
整
備
な
ど
森
林
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
施

設
整
備
へ
と
徐
々
に
つ
な
が
っ
て
き
て
い
る
。
Ｈ
・
Ｖ
・
ザ
リ
ッ
シ
ュ
の
発
表
か
ら
約
130

年
、
よ
う
や
く
に
し
て
わ
が
国
も
森
林
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
浸
透
し
て
き
た
よ
う
に
感
じ

ら
れ
る
。

　

論
者
は
森
林
美
学
を
、「
①
森
林
（
天
然
生
林
・
人
工
林
・
二
次
林
）
を
美
的
に
取
り
扱
う
施

業
方
法
、
い
わ
ゆ
る
森
林
風
致
施
業
を
計
画
実
行
す
る
こ
と
。
②
森
林
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

に
供
さ
れ
る
森
林
の
あ
り
よ
う
（
林
分
構
造
）
と
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
施
設
お
よ
び
そ
の
配

置
を
計
画
す
る
こ
と
。」
と
定
義
し
、
森
林
風
致
施
業
技
術
そ
の
も
の
の
研
究
ス
タ
ー
ト
時

期
に
き
て
い
る
と
し
た
（108）
。
今
回
、
こ
こ
15
年
間
（
一
九
九
八
年
〜
二
〇
一
二
年
）
の
森
林
美
学

と
森
林
風
致
施
業
に
関
す
る
調
査
研
究
の
動
向
を
レ
ビ
ュ
ー
し
、
①
に
つ
い
て
は
国
有
林
を

中
心
に
徐
々
に
で
は
あ
る
が
計
画
実
行
さ
れ
て
き
て
い
る
こ
と
、
②
に
つ
い
て
は
森
林
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
施
設
（
森
林
浴
コ
ー
ス
の
設
置
が
主
）
の
整
備
が
徐
々
に
さ
れ
て
き
て
い
る
こ

と
、
が
判
明
し
た
。
し
か
し
依
然
と
し
て
、
森
林
風
致
施
業
の
計
画
お
よ
び
実
行
に
関
す
る

研
究
の
発
表
は
少
な
い
ま
ま
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

　

論
者
は
森
林
風
致
施
業
の
計
画
を
た
て
る
研
究
を
行
う
こ
と
の
意
義
を
確
信
し
、
現
地
調

査
に
よ
る
森
林
風
致
施
業
指
標
を
考
案
し
た
が
、
さ
ら
に
多
様
な
林
相
の
調
査
を
継
続
し
、

林
分
構
造
と
指
標
値
と
の
相
互
関
係
を
追
求
し
精
度
を
高
め
美
し
い
森
林
の
形
成
に
む
け
た

研
究
方
向
を
あ
ら
た
め
て
再
認
す
る
も
の
と
な
っ
た
。

参
考
：
主
な
収
集
資
料
名
（
単
行
本
を
除
く
）

　
　

 

大
学
：
東
京
大
学
農
学
部
演
習
林
報
告
、
京
都
大
学
フ
ィ
ー
ル
ド
科
学
年
報
、
京
都
大
学

森
林
研
究
（
演
習
林
報
告
）、
北
海
道
大
学
農
学
部
演
習
林
研
究
報
告
、
九
州
大
学
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二

頁
。

（61）　

 

内
閣
府
「
森
林
と
生
活
に
関
す
る
世
論
調
査
」『
山
林
』1501

（
二
〇
〇
九
年
）
一
七
二
―

一
七
頁
。

（62）　

 

長
﨑
福
三
『
シ
ス
テ
ム
と
し
て
の
森
―
川
―
海　

魚
付
林
の
視
点
か
ら
』（
農
山
漁
村
文
化

協
会
、
一
九
九
八
年
）
二
二
四
頁
。

（63）　

 

半
田
良
一
ほ
か
「
新
し
い
林
政
の
方
向
に
つ
い
て　

森
林
生
態
系
の
価
値
は
評
価
で
き
る

か
」『
林
業
経
済
』
620
（
二
〇
〇
〇
年
）
一
―
六
頁
。

（64）　

 

渓
畔
林
研
究
会
『
水
辺
林
管
理
の
手
引
き　

基
礎
と
指
針
と
提
言
』（
日
本
林
業
調
査
会
、

二
〇
〇
一
年
）
二
一
三
頁
。

（65）　

 

松
本
光
朗
「
京
都
議
定
書
が
も
た
ら
す
森
林
施
策
の
課
題
」『
林
業
経
済
』
60 

（5）
（
二
〇

〇
七
年
）
一
三
―
二
四
頁
。

（66）　

 

中
村
充
博
ほ
か
「
キ
ツ
ツ
キ
類
の
保
全
の
た
め
の
森
林
管
理
」『
森
林
防
疫
』
676
（
二
〇
一

〇
年
）
四
―
一
四
頁
。

（67）　

 

松
本
英
裕
ほ
か
「
マ
ツ
林
と
環
境
教
育
」『
グ
リ
ー
ン
・
エ
ー
ジ
』
455
（
二
〇
一
一
年
）

一
二
―
一
五
頁
。

（68）　

 

髙
梨
武
彦
「
里
と
農
の
再
生
に
関
す
る
考
察　

日
本
経
済
新
聞
の
記
事
の
分
析
を
通
じ

て
」『
日
本
デ
ザ
イ
ン
学
会
』
59 

（6）
（
二
〇
一
三
年
）
四
一
―
五
〇
頁
。

（69）　

 

尾
張
敏
章
「
東
京
大
学
北
海
道
演
習
林
の
林
分
施
業
法
」『
北
方
林
業
』
64 

（11）
（
二
〇
一
二

年
）
一
一
―
一
五
頁
。

（70）　

 

後
藤
國
利
「
の
び
の
び
育
て
！　

山
が
喜
ぶ
森
づ
く
り
1
」『
林
業
新
知
識
』
703
（
二
〇
一

二
年
）
一
―
五
頁
。

（71）　

 

鈴
木
祥
悟
「
森
と
鳥　

森
林
施
業
と
鳥
類
群
集
の
保
全
」『
山
林
』1461

（
二
〇
〇
六
年
）

五
八
―
六
一
頁
。

（72）　

 

八
巻
一
成
ほ
か
「
国
立
公
園
と
森
林
管
理　

そ
の
成
立
、
理
念
の
実
際
」『
林
業
経
済
』
59 

（12）
、（
二
〇
〇
七
年
）
一
―
三
〇
頁
。

（73）　

 

小
野
芳
朗
「
借
景
」
の
成
立　

風
致
と
施
業
」『
景
観
・
デ
ザ
イ
ン
研
究
講
演
集
』
6
（
二

〇
一
〇
年
）
八
二
―
八
九
頁
。

（74）　

 

相
原
国
雄
「
市
民
と
行
政
の
協
働
に
よ
る
里
山
保
全
整
備
活
動
に
向
け
て
」『
国
立
公
園
』

681
（
二
〇
一
〇
年
）
一
一
―
一
四
頁
。

（75）　

 

深
町
加
津
枝
「
嵐
山
国
有
林
に
お
け
る
昭
和
期
以
降
の
風
致
施
業
の
展
開
」『
第
109
日
林

論
』、（
一
九
九
八
年
）
二
一
一
頁
。

（76）　

 

後
藤
純
一
「
傾
斜
を
利
用
し
た
竹
の
搬
出
」『
現
代
林
業
』
549
（
二
〇
一
二
年
）
三
八
―

四
一
頁
。

（77）　
 

松
村
俊
和
ほ
か
「
丹
波
の
森
公
苑
に
お
け
る
植
生
管
理
と
種
多
様
性
の
保
全
に
関
す
る
研

究
」『
神
戸
大
学
発
達
科
学
部
研
究
紀
要
』
7 

（2）
（
二
〇
〇
〇
年
）
一
二
一
―
一
二
八
頁
。

（78）　

 

石
田
仁
「
立
山
ア
ル
ペ
ン
ル
ー
ト
沿
線
に
お
け
る
ブ
ナ
の
植
栽
と
事
後
経
過
」『
日
緑
工
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誌
』
29 

（4）
（
二
〇
〇
四
年
）
五
〇
三̶

五
〇
六
頁
。

（79）　
 

平
田
種
男
「
伊
勢
神
宮
森
林
の
200
年
輪
伐
・
100
年
保
残
木
計
画
を
考
え
る
」『
森
林
計
画

誌
』
40 

（1）
（
二
〇
〇
六
年
）
一
―
二
頁
。

（80）　

 
松
本
誠
「
北
海
道
型
フ
ォ
レ
ス
ト
ス
ケ
ー
プ
（
森
林
景
観
）
の
確
立
に
向
け
た
施
業
方
法

の
検
討
」『
北
方
林
業
』
52 

（12）
（
二
〇
〇
〇
年
）
二
六
九
―
二
七
二
頁
。

（81）　

 

日
本
造
園
学
会
編
『
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
大
系
5　

ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
エ
コ
ロ
ジ
ー
』（
技
報

堂
出
版
、
一
九
九
九
年
）
九
五
―
一
五
〇
頁
。

（82）　

 

田
中
伸
彦
「
戦
後
か
ら
一
九
七
〇
年
代
ま
で
に
着
手
さ
れ
た
わ
が
国
に
お
け
る
観
光
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
研
究
」『
日
林
誌
』
90 

（4）
（
二
〇
〇
八
年
）
二
六
七̶

二
八
二
頁
。

（83）　

 

清
水
裕
子
ほ
か
「〝
風
致
林
施
業
〞
を
語
る
技
術
者
の
輪
13　

人
と
森
が
い
き
る
森
林
風
致

を
求
め
て
（
最
終
回
）」『
森
林
技
術
』
811
（
二
〇
〇
九
年
）
二
八
―
三
一
頁
。

（84）　

 

四
手
井
綱
英
『
森
林　

―
も
の
と
人
間
の
文
化
史
―
』（
法
政
大
学
出
版
局
、
一
九
九
八

年
）
六
二
一
四
〇
頁
。

（85）　

 

深
町
加
津
枝
「
嵐
山
の
風
致
施
業
と
嵐
山
保
勝
会
活
動
」『
第
113
回
日
林
講
』（
二
〇
〇
二

年
）
一
〇
七
頁
。

（86）　

 

中
嶋
敏
祐
「
多
様
な
森
林
づ
く
り
に
向
け
て　

樹
下
植
栽
に
よ
る
ブ
ナ
育
成
の
取
組
み
」

『
林
業
新
知
識
』
613
（
二
〇
〇
四
年
）
一
八
―
一
九
頁
。

（87）　

 

山
田
健
『
水
を
守
り
に
、
森
へ
』（
筑
摩
書
房
、
二
〇
一
二
年
）
二
二
〇
頁
。

（88）　

 

日
光
森
林
管
理
署
「
好
評
で
す
！
森
林
景
観
整
備
」『
現
代
林
業
』
437
（
二
〇
〇
二
年
）

五
〇
―
五
五
頁
。

（89）　

 

清
水
裕
子
ほ
か
「
林
齢
の
異
な
る
放
置
ヒ
ノ
キ
人
工
林
に
お
け
る
風
致
間
伐
の
伐
採
木
選

木
に
関
す
る
考
察
」『
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
デ
ザ
イ
ン
研
究
』
68 

（5）
（
二
〇
〇
五
年
）

六
八
三
―
六
八
八
頁
。

（90）　

 

由
田
幸
雄
「
魅
力
あ
る
散
策
コ
ー
ス
と
森
林
景
観
づ
く
り
」『
森
林
技
術
』
789
（
二
〇
〇
七

年
）
一
五
―
二
〇
頁
。

（91）　

 

藤
森
隆
郎
「
自
立
し
た
森
を
め
ざ
す
た
め
の
間
伐
」『
森
発
見
』
28
（
二
〇
一
二
年
）
六
―

七
頁
。

（92）　

 

根
本
淳
「
都
市
近
郊
コ
ナ
ラ
二
次
林
の
林
床
植
生
管
理
に
関
す
る
研
究
」『
日
緑
工
誌
』
33 

（3）
（
二
〇
〇
八
年
）
四
二
八
―
四
二
九
頁
。

（93）　

 

呉
初
平
「
マ
ツ
枯
れ
荒
廃
林
に
お
け
る
マ
ツ
林
再
生
の
試
み
に
関
す
る
研
究
」『
日
緑
工

誌
』
36 

（3）
（
二
〇
一
一
年
）
三
六
五
―
三
六
六
頁
。

（94）　

 

細
谷
貴
「
雑
木
林
の
択
伐
更
新
に
お
け
る
実
生
の
出
現
状
態
」『
日
本
造
園
学
会
学
会
広

報
』
14 

（3）
（
二
〇
〇
二
年
）
二
四
頁
。

（95）　

 

井
川
原
弘
「
大
学
生
を
対
象
と
し
た
心
象
評
価
に
よ
る
森
林
内
の
雰
囲
気
と
景
観
の
好
ま

し
さ
を
決
定
す
る
因
子
の
解
析
」『
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
デ
ザ
イ
ン
研
究
』
67 

（5）
（
二
〇
〇
四

年
）
六
一
一
―
六
一
四
頁
。

（96）　

 

前
掲
書
（24）
二
七
三
頁
。

（97）　

 

前
掲
書
（2）
一
二
九
頁
。

（98）　

 

前
掲
書
（5）
七
七
―
八
六
頁
。

（99）　

 

髙
梨
武
彦
「
森
林
の
風
致
と
そ
の
客
観
的
評
価
法　

―
林
相
別
に
み
た
森
林
風
致
施
業
指

標
―
」『
京
都
造
形
芸
術
大
学
紀
要G

EN
ESIS

』
16
（
二
〇
一
二
年
）
三
四
―
六
二
頁
。

（100）　

 

筒
井
迪
夫
「
森
林
美
学
考
1　

―
森
林
美
学
の
歩
み
（
抄
）」『
グ
リ
ー
ン
・
エ
ー
ジ
』
265

（
一
九
九
六
年
）
三
八
―
四
〇
頁
。

（101）　

 

前
掲
書
（16）
一
―
四
頁
。

（102）　

 

梅
渓
昇
『
お
雇
い
外
国
人　

1
．
概
説
』（
鹿
島
研
究
所
出
版
、
一
九
六
八
年
）
二
五
三
頁
。

（103）　

 

前
掲
書
（99）
三
四
―
六
二
頁
。

（104）　

 

髙
梨
武
彦
「
今
田
敬
一
と
森
林
美
学
（1）
」『
北
方
林
業
』
39 

（11）
（
一
九
八
七
年
）
一
―
四

頁
。

（105）　

 

髙
梨
武
彦
「
今
田
敬
一
と
森
林
美
学
（2）
」『
北
方
林
業
』
39 

（12）
（
一
九
八
七
年
）
二
二
―

二
四
頁
。

（106）　

 

小
池
孝
良
「
森
林
美
学
の
今
日
的
意
義
を
問
う
」『
山
林
』
一
五
二
二
（
二
〇
一
一
年
）
二

―
九
頁
。

（107）　

 

内
閣
府
「
森
林
と
生
活
に
関
す
る
世
論
調
査
」
平
成
23
年
12
月
調
査
、
内
閣
府
Ｈ
Ｐ
。

（108）　

 

前
掲
書
（1）
一
五
四
―
一
八
七
頁
。

01_高梨武彦_本文01.indd   15 13.11.1   3:59:13 PM



64

論文［森林美学研究の近年の動向と、今後の研究方向］髙梨武彦

　　　The author focuses now particularly on the research 
of forest landscape management in the field of forest 
aesthetics research, and has developed a forest landscape 
management guidelines representing the relationship 
between amenity in the forest and forest stand structure.  In 
order to chart future research direction, research trends were 
reviewed based upon the articles concerning forest 
landscape management published for 15 years from 1998 to 
2012.  Totally 1322 articles were collected.  Among the 
articles urban and immediate forests accounted for 21.1%, 
and forest recreations for 20.9%, making the top two.  These 
were followed by forest landscapes with 12.6% and 
multilateral functions of forest with 12.4%.  Forest 
landscape management survey accounted for 8.9%.  The 
above articles genres with high percentages are related with 
forest recreations and suggest that many researchers are 
interested in making the forest look beautiful and in 
extracting and producing the beauty of the forests.  
However, forest landscape management (technical theories) 
accounted for only 2.6%.  As described above, the articles 
concentrate only on the contents concerning the forest 
recreations.  Although they pay general attention to forest 
landscape management, only a small number of concrete 
technical forest landscape management theories and case 
studies are included.  As a result, the author has confirmed 
the meaning of research of planning forest landscape 
management based upon the investigation of forest stand 
structures.

Recent Trends and Future Research Direction of Forest 
Aesthetics

TAKANASHI Takehiko
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